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本日の御報告

• 本日は、以下について御報告・御議論頂く。

1. 短期的な系統混雑の予見性確保に資する系統情報の公開

2. 系統情報の開示の在り方

3. 北海道エリアにおける系統制約による自然変動電源の出力制御の実施状況



１．短期的な系統混雑の予見性確保に資する

系統情報の公開
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短期的な系統混雑の予見性確保に資する系統情報の公開
• 発電事業者が事業収益性を適切に評価するためには、系統制約による出力制御の予見可能性を高めることが重要。

• 中長期的な系統混雑の予見性確保に資する系統情報の公開として、5年度先を対象に8,760hの系統混雑の見通しを算

定・公開しているところ、今後、系統混雑による自然変動電源の出力制御の増加が見込まれており、短期的な予見性

を高めることも重要である。

• そのため、事業者自らが短期的な系統混雑に関するシミュレーションを実施できるよう、短期的な電源ポテンシャル

として、今後1年間で連系予定の電源情報を各一般送配電事業者のHP上で公開することとしてはどうか。

項目 公開内容

① 対象年度 公開時期から1年先まで

② 公開範囲 中長期見通し（5年度先）で混雑対象となった設備

③ 高/低圧電源 中長期見通しの算定方法と同様に過去トレンド（過去3カ年平
均×1年）にて算出

④ 特別高圧電源 対象年度に運開予定の申込済みかつ未連系の電源※1

⑤ 公開区分 電源種毎に集約（太陽光、その他）※2

⑥ 公開方法 混雑対象設備およびその下位系統の送電線、変電所に連系予定
の電源を集約して公開

⑦ 対象系統 ローカル系統（放射状系統が対象）

⑧ 更新頻度 年1回（公開時期は中長期見通しの公表後、3ヶ月程度）

短期的な電源ポテンシャルの公開内容 短期的な電源ポテンシャルの公開における集約イメージ

※1：運開予定日を過ぎて連系していない電源も含む
※2：個別電源の設備容量が特定され得る場合においては、公開区分の変更等の対応を行う可能性がある

中長期見通し
混雑想定有

太陽光①
[連系予定]

太陽光②
[連系済]

太陽光③
[連系予定]

その他①
[連系予定]

その他③
[連系済]

その他②
[連系予定]

ローカル系統
（放射状）

潮流方向

公開内容

太陽光
〇万kW

※公開時期から1年先までに連系予定の電源が公開の対象

個別の情報ではなく
電源種毎に集約して公開

その他
X万kW



２．系統情報の開示の在り方
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開示情報における新設電源の情報について

• 一般送配電事業者等の系統に関する情報（系統情報）は、電力系統を利用している発電等設備設置者にとって極めて重要な情報であ

り、「系統情報の公表の考え方（資源エネルギー庁ガイドライン）」において、公開情報や開示情報などの詳細な内容を示している。

• このうち、開示情報とは、一般送配電事業者及び配電事業者が系統連系手続における接続検討申込みをした開示請求者と秘密保持契

約を結ぶこと等により、利用者・利用目的を限定した上で提供する情報であり、発電等設備設置者が系統シミュレーションを行い、

出力制御の予見可能性を高めること等を目的に開示している。

• 開示情報には、“過去の発電実績”および“電源の新設・停止・廃止”の情報が含まれている。このうち、“電源の新設・停止・廃止”の

情報は、「発電等設備設置者が当該情報を提供する際は、原則、供給計画と可能な限り整合的な内容とする」としており、基本的に

系統連系済みの発電等設備設置者※から一般送配電事業者に情報提供されることとなっている。

※連系済みの発電等設備設置者が電源の新設を検討している場合、連系前の電源情報が反映されるケースもある

• 他方、連系予約が行われる契約申込みの受付から実連系に至るまでには、一定のリードタイムが存在することから、現状の新設電源

の反映タイミング（系統連系後の反映）では、連系予定かつ未連系の電源情報を把握することができないため、現行の開示情報では

シミュレーションの精度が向上しないケースも想定される。

• そのため、開示情報における“電源の新設・停止・廃止”のうち、電源の新設情報については、契約申込みの受付がなされたタイミン

グで開示の対象とすることとしてはどうか。また、提供情報の更新頻度についても、現状の年１回から半年に1回に変更することと

してはどうか。

• なお、系統情報の開示において、連系済み事業者の開示に関する合意（情報提供）が必要となっているところ、開示による効果をよ

り高めるための開示情報の在り方についても引き続き検討する。
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開示内容の変更案

基
幹
系
統
・
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接
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配
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用
変
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所

以
下
に

接
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す
る
電
源

匿名、系統構成とセット

開示対象期間は、情報更新日（当初運用開始日）から起算した3ヶ月
前～14ヶ月前の1年間

1時間単位

✓電源種
✓発電機単位の設備容量・LFC幅・最低出力・変化速度
✓発電所単位の運用制約（燃料消費制約、地熱の蒸気井の減衰等
による制約、海水温制約、取水量制約、大気温度制約）

供給計画と可能な限り整合的な内容

※様々な熟度・検討段階にある新設・停止・廃止の計画が含まれるため 地元調整
等が未了など、今後の状況変化がありうる情報等については、必ずしも整合性を求
めない（地元調整の進捗等は発電事業者等が確認）

電源種別ごと（太陽光発電、風力発電、その他電源等）の容量の合計値

過
去
の
発
電
出
力
実
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（
発
電
機
単
位
）

電
源
の
新
設
・

停
止
・
廃
止
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画

現行の運用

匿名、系統構成とセット

開示対象期間は、情報更新日（当初運用開始日）から起算した3ヶ月
前～14ヶ月前の1年間

1時間単位

✓電源種
✓発電機単位の設備容量・LFC幅・最低出力・変化速度
✓発電所単位の運用制約（燃料消費制約、地熱の蒸気井の減衰等
による制約、海水温制約、取水量制約、大気温度制約）

新設計画：契約申込みの受付がなされたタイミングで対象とする
停止・廃止計画：供給計画と可能な限り整合的な内容※

※様々な熟度・検討段階にある停止・廃止の計画が含まれるため 今後の状況変化
がありうる情報等については、必ずしも整合性を求めない

電源種別ごと（太陽光発電、風力発電、その他電源等）の容量の合計値

過
去
の
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画

変更後の運用（案）

変更点

更
新
頻
度

年１回
新設計画：半年に１回
その他：年１回
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（出所）第38回大量導入小委（2021年12月24日）資料1



9

（出所）第48回大量導入小委（2022年12月27日）資料1



３．北海道エリアにおける系統制約による

自然変動電源の出力制御（発電上限設定）

の実施状況
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北海道エリアにおける系統制約による自然変動電源の
出力制御（発電上限設定）の実施状況
• 2025年11月において、北海道エリアのローカル系統（1系統）において暫定措置による自然変動電源の出力制御が

実施された。第3回次世代電力系統ワーキング（2025年6月27日）での報告の通り、北海道エリアにおいては、混雑

管理システム運開前の混雑により出力制御が必要となったことから、本格運用開始後の混雑管理のスキームとは異な

る形で、暫定措置を実施。

• 具体的には、北海道エリアの北芽室・西音更系統に位置する66kV岩松線において、平日および休日・祝日の昼間断

面に系統混雑の発生が見込まれたことから、対象系統に接続するノンファーム型接続の太陽光に対して系統制約によ

る出力制御(発電上限設定)が実施された。なお、系統制約による出力制御量は、約0.9万kWhと推定される。

• 系統制約による自然変動電源の出力制御が実施された場合、広域機関によりその内容が適切だったかどうか、事後的

に確認することとなっており、今回その御報告をいただく。

66kV岩松線
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（参考）北海道エリアにおける暫定措置による
ローカル系統混雑管理

（出所）第3回次世代電力系統ワーキング（2025年6月27日）資料2-2
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